
Title 赤城泰先生

Author(s) 土屋, 博

Citation 基督教学, 37, 41-42

Issue Date 2002-07-04

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/46657

Type other

File Information 37_41-42.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



九

四 些　九九

七　六〇
　
　
赤
城
泰
先
生
略
歴

（
大
正
　
九
年
）
三
月
二
八
日
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。

（
昭
和
一
一
年
）
日
本
基
督
教
会
中
村
伝
道
所
（
福
島

　
　
　
　
　
　
県
相
馬
市
）
で
受
洗
。

（
昭
和
＝
，
一
年
）
東
北
学
院
中
学
部
卒
業
。

　
　
　
　
　
　
日
本
神
学
校
入
学
（
東
北
学
院
神
学

　
　
　
　
　
　
部
廃
止
の
た
め
）
。

（
昭
和
一
七
年
）
日
本
神
学
校
卒
業
、
直
後
徴
兵
（
中

　
　
　
　
　
　
国
戦
線
へ
）
。

一
九
四
五

一
九
四
六

一
九
四
入

一
九
五
〇

一
九
五
七

一
九
六
五

一
九
六
八

一
九
七
一

一
九
七
六

一
九
八
四

一
九
九
五

二
〇
〇
一

（
昭
和
二
〇
年
）

（
昭
和
二
一
年
）

（
昭
和
二
三
年
）

（
昭
和
二
五
年
）

（
昭
和
三
二
年
間

（
昭
和
四
〇
年
）

（
昭
和
四
三
年
）

（
昭
和
四
六
年
）

（
昭
和
五
一
年
）

（
昭
和
五
九
年
目

（
平
成
　
七
年
）

（
平
成
一
三
年
）

帰
国
後
、
按
手
礼
を
受
け
日
本
基
督

教
会
牧
師
。

東
北
学
院
中
学
部
教
諭
。

第
一
回
米
国
留
学
（
イ
ェ
ー
ル
大
学

神
学
校
）
。

東
北
学
院
大
学
助
教
授
。

第
二
回
米
国
留
学
（
ユ
ニ
オ
ン
神
学

校
）
。

東
北
学
院
大
学
教
授
。

弘
前
学
院
長
、
　
短
期
大
学
長
。

弘
前
学
院
大
学
長
。

北
星
学
園
大
学
長
。

遺
愛
学
院
長
。

遺
愛
学
院
理
事
長
。

七
月
一
日
、
函
館
中
央
病
院
で
逝
去

（
八
一
才
）
。
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追

悼

赤
城
　
泰
先
生

土
　
屋

博

　
赤
城
泰
先
生
に
は
、
北
星
学
園
大
学
々
長
と
し
て
和
道
さ
れ
て

以
来
、
北
海
道
基
督
教
学
会
の
た
め
に
ご
助
力
い
た
だ
き
、
や
が

て
会
長
と
し
て
、
学
会
全
般
の
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
北
星
学
園
大
学
に
対
す
る
先
生
の
ご
貢
献
は
、
今
日

の
状
況
と
て
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
き
、
き
わ
め
て
大
き
く
注
目

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
北
海
道
基
督
教

学
会
へ
の
ご
貢
献
も
ま
た
、
そ
れ
に
劣
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
ち

ら
は
確
実
に
そ
の
成
果
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
生
は
聖
職
者
と
し
て
の
使
命
を
患
実
に
受
け
と
め
ら
れ
な
が

ら
も
、
岡
時
に
、
学
問
的
手
続
き
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
研
究
者

と
し
て
の
情
熱
を
最
後
ま
で
保
持
し
て
お
ら
れ
る
方
で
し
た
。
基

督
教
学
会
の
活
動
に
は
そ
れ
ら
二
つ
の
契
機
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
先
生
は
折
に
ふ
れ
て
適
切
な
判
断
を
下
さ
れ
、
進
む
べ
き

方
向
を
示
唆
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
別
な
言
い
方
を
す

れ
ば
、
先
生
が
「
文
化
」
に
対
し
て
鋭
い
感
覚
を
も
ち
続
け
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
国
際
的
な
広
い
識
見
と
地
域
に
徹
底
的
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
誠
実

さ
と
の
両
立
も
、
先
生
の
お
人
柄
の
顕
著
な
特
徴
で
し
た
。
学
会

誌
の
編
集
委
員
会
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
先
生
は
わ
れ
わ
れ
と
と

も
に
街
へ
く
り
出
し
、
一
夕
を
す
ご
さ
れ
る
の
が
常
で
し
た
。
今

後
そ
の
よ
う
な
機
会
が
永
久
に
失
わ
れ
た
こ
と
に
は
、
限
り
な
い

さ
び
し
さ
を
覚
え
ま
ド
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
わ
れ
わ
れ
は
、

日
本
の
北
端
で
営
ま
れ
る
こ
の
小
さ
な
集
ま
り
か
ら
、
キ
リ
ス
ト

教
も
し
く
は
宗
教
を
め
ぐ
る
本
質
的
な
問
い
か
け
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
続
け
る
で
し
ょ
う
。
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